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終末糖化産物（AGEs）を指標としたかんぴょうパウダーの老化予防効果
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【目的】体内の終末糖化産物（AGEs）は加齢や不健康な食生活・ﾗｲﾌｽﾀｲﾙによっ

て増加することが報告されている。AGE は強い毒性を持ち、肌の老化や糖尿病、

ﾒﾀﾎﾞﾘｯｸｼﾝﾄﾞﾛｰﾑなど様々な生活習慣病の増悪に関与していることが明らかになっ

ている。そこで本研究では、栃木県の特産物であるかんぴょうによる老化予防効

果を、皮膚 AGE量や血糖値などを指標に検討した。 

【方法】20代の健康な男女 14名に、かんぴょうﾊﾟｳﾀﾞｰ（小山商工会議所）1gを

毎日昼食時に 4週間摂取させ、1週間毎に皮膚 AGE量（TrūAGE ｽｷｬﾅｰで測定）、

血糖値、血圧、脈拍数、腋窩体温、体重を測定し、生活習慣情報を記録した。 

【結果及び考察】皮膚 AGE量は、被験者全体ではかんぴょうﾊﾟｳﾀﾞｰ摂取 1週間後

より低下傾向が認められた。日常的なｽﾄﾚｽ負荷の程度で 2 ｸﾞﾙｰﾌﾟに分けると、ｽﾄﾚ

ｽ負荷の少ないｸﾞﾙｰﾌﾟでは、かんぴょうﾊﾟｳﾀﾞｰ摂取 4週間後において皮膚 AGE量

が有意に低下した。一方、ｽﾄﾚｽ負荷の大きいｸﾞﾙｰﾌﾟでは個人差が大きく、有意な

AGE 抑制効果がみられなかったため、ｽﾄﾚｽが AGE 量の増加に関与することが示

唆された。血糖値は、かんぴょうﾊﾟｳﾀﾞｰ摂取 4 週間後で大きく低下したが、被験

者毎に食事内容が異なるため個人差が大きかった。収縮期血圧及び拡張期血圧、

脈拍数、腋窩体温、体重は、かんぴょうﾊﾟｳﾀﾞｰ摂取による明らかな変化はみられ

なかった。 

以上のことから、かんぴょうは体内 AGE量を低下させる効果があると考えられ

た。かんぴょうは食物繊維とｶﾘｳﾑを多く含む食品であるが、通常では食事で摂取

する量はわずかである。一方、かんぴょうﾊﾟｳﾀﾞｰは手軽に一定量摂取することが

できるため、老化予防に効果的に利用することができると考えられる。 


